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ン
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多
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に
開
催

　
（
関
連
記
事
６
～
７
ペ
ー
ジ
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一向平森林保全協会で一向平を支える一向平森林保全協会で一向平を支える

■
地
域
と
行
政
の
協
働

中国自然歩道の倒木処理

　

琴
浦
町
の
誇
り
と
い
え
ば
、「
日
本
の
滝
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
大
山
滝
が
そ
の
一
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
大
山
滝
の
入
口
と
な
る
一

向
平
か
ら
始
ま
る
こ
の
地
の
自
然
を
守
り
、
そ
の

魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
の
が
、
古
布
庄
地
区

の
人
た
ち
で
構
成
す
る
一
向
平
森
林
保
全
協
会
で

す
。
今
回
は
、
元
気
に
活
動
す
る
こ
の
協
会
の
取

組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

一
向
平
森
林
保
全
協
会
は
、
古
布
庄
地
区
住

民
が
一
向
平
の
自
然
及
び
施
設
の
保
全
と
地
域

お
こ
し
を
目
的
と
し
て
、
平
成
４
年
に
発
足
し

ま
し
た
。 

　

さ
ま
ざ
ま
な
維
持
管
理
活
動
に
よ
っ
て
、
大

山
滝
は
毎
年
お
よ
そ
１
万
人
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
管
理
施
設

　

①
一
向
平
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　

②
一
向
平
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

　

③
一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
及
び
管
理
棟

■
主
な
活
動

　

①
各
施
設
周
辺
の
清
掃
活
動
や
草
刈

　

②
中
国
自
然
歩
道
の
点
検
・
補
修
・
整
備

　

③
自
然
及
び
森
林
の
果
た
す
役
割
の
啓
発
活
動

　

④
観
光
客
誘
致
に
よ
る
地
域
振
興

■
一
向
平
森
林
保
全
協
会
と
は

一向平管理棟周辺の清掃活動

　
「
古
布
庄
地
区
の
住
民
が
主
体
と
な
り
一
向
平

の
自
然
環
境
の
保
全
並
び
に
施
設
の
維
持
管
理

を
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
ま
さ
に
地
域
住
民
の

楽
し
み
や
親
睦
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
で
き
る
こ
と
は
地
元
住
民
の
手
で
行
い
、
行

政
と
協
働
し
て
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
一
向
平
森
林

保
全
協
会
の
橋
田
照
雄
理
事
長
。

　　

琴
浦
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
活
動
を
通

し
、
地
元
の
住
民
自
ら
が
主
役
と
な
っ
て
行
う
地

域
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
住
民
と
一
緒
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
み
な

さ
ん
が
地
域
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
地
域
と
行
政
が
協

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。　
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一
向
平
森
林
保
全
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

■
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

中
秋
の
名
月
鑑
賞
と
野
点
の
つ
ど
い

　

一
向
平
の
大
自
然
の
中
で
、
中
秋
の
名
月
を
な

が
め
な
が
ら
、
お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
、
写
真
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

　

１　

日　

時　

９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
か
ら
９
時
ま
で

　

２　

場　

所　

一
向
平
駐
車
場

　

３　

参
加
費　

１
人
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

　

４　

������

送
迎
バ
ス

　
　
　

�

往
復
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
一
向
平
管
理
棟
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一向平 年間イベントカレンダー
月 日 イベント内容 備考

４ ３ 大山滝開き式 終了

5 7
琴浦アルプス縦走

甲川～甲ヶ山～一向平
終了

６ ５
新緑の

川床～一向平トレッキング
終了

7 24
ユートピアとお花畑を

楽しむ登山会
終了

8 3～7 小学生野外体験合宿 終了

8 21 地獄谷沢歩き 終了

9 11
中秋の名月鑑賞と
野点のつどい

予定

10 30 琴浦アルプス縦走登山 予定

11 13
紅葉の

川床～一向平トレッキング
予定

11 20 大山滝もみじまつり 予定

※冬季休業期間：12月１日～３月31日

■一向平キャンプ場　ホームページ

　イベント情報、体験記を掲載していますので、ぜひ
ご覧ください。

一向平 検索➡

　

紅
葉
の
中
、
琴
浦
ア
ル
プ
ス
の
縦
走
登
山
に
参

加
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

　

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
、
い
つ
か
挑
戦
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
た
方
、
登
山
仲
間
を
増
や
し
た

い
方
、
絶
好
の
登
山
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

１　

期
日　

10
月
30
日
（
日
）

　

２　

集
合
時
刻
及
び
場
所

　
　
　

午
前
７
時　
　
　
　

浦
安
駅
南
駐
車
場

　
　
　

午
前
７
時
15
分　

道
の
駅
ポ
ー
ト
赤
碕

　
　
　

※
集
合
場
所
か
ら
バ
ス
で
現
地
ま
で
送
迎

　

４　

募
集
人
員　

先
着
20
人　

　

５　

参
加
費
用　

１
人
４
０
０
０
円

　
　
　
　
（
バ
ス
送
迎
・
ガ
イ
ド
・
傷
害
保
険
代
）

■
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

紅
葉
の
琴
浦
ア
ル
プ
ス
縦
走
登
山

　
（
甲
ヶ
山
～
小
矢
筈
～
矢
筈
ヶ
山
）

か
ぶ
と　

が　
せ
ん

こ　

や　
は
ず

や
は
ず
が
せ
ん

参
加
申
込
み
・
問
合
せ
先
…
一
向
平
管
理
棟　
　

57

－

２
１
０
０
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な
ん
と
い
っ
て
も
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
大
山

滝
」
で
す
ね
。

　

滝
全
体
が
見
え
る
眺
望
ポ
イ
ン
ト
は
「
展
望
台
」
で
す
が
、

み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
「
滝
つ
ぼ
」
ま
で
行
っ
て
、
水
の
落
ち
る

音
や
し
ぶ
き
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

滝
つ
ぼ
ま
で
い
か
れ
た
方
か
ら
は
、「
な
ん
だ
か
、
が
い
に
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
出
と
っ
て
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
わ
い

な
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
吊
橋
」
で
す
。
ビ
ル
の
十
階
く
ら
い
の
高
さ
が
あ
り
、
ス
リ

ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
撮
っ
た
写
真
は
、
一
生
の
記
念
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

手
打
ち
そ
ば
で
す
。
細
め
の
麺
で
の
ど
越
し
は
つ
る
つ
る
し

て
い
て
、
爽
や
か
な
そ
ば
の
風
味
が
口
に
広
が
り
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
お
す
す
め
コ
ー
ス
を
散
策
し
た
後
に
食
べ
る
地

元
の
素
材
を
使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
は
格
別
で
す
よ
。事
前
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
へ
予
約
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
を
は
じ
め
数
人
が
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
予
約

が
あ
れ
ば
、
ガ
イ
ド
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
一
向
平
初
心
者
の
方
は
？

▼
お
す
す
め
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
は
？

▼
お
す
す
め
料
理
は
？

▼
一
番
の
み
ど
こ
ろ
は
？

一向平管理棟管理人　横山葵氏に聞く一向平管理棟管理人　横山葵氏に聞く一向平管理棟管理人　横山葵氏に聞く一向平管理棟管理人　横山葵氏に聞く
まもる
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一
つ
目
は
服
装
で
す
。
特
に
滝
つ
ぼ
ま
で
行
か
れ
る
際
に
は
斜
面
が
鎖
場

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
必
ず
汚
れ
て
も
良
い
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

軍
手
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
、
時
間
で
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
大
山
滝
を
見
て
、
昼

食
に
そ
ば
を
堪
能
さ
れ
る
よ
う
な
時
間
設
定
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、登
山
届
で
す
。
一
向
平
は
、西
日
本
有
数
の
登
山
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
例
年
、
遭
難
者
が
数
名
発
生
し
て
い
ま
す
。
遭
難
時
の
対

応
の
た
め
に
、
管
理
棟
で
登
山
届
に
氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　　

一
向
平
は
古
布
庄
地
区
住
民
や
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
が
連
携

し
て
守
っ
て
き
た
観
光
地
で
す
。
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
一
向
平
の
自
然
の
良
さ
、
そ
ば
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

▼
滝
を
見
る
際
に
注
意
す
る
こ
と
は
？

▼
最
後
に
一
言

▼
問
合
せ
先

　

一
向
平
管
理
棟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

57

－

２
１
０
０

　

一
向
平
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

57

－

２
７
１
３

　

琴
浦
町
商
工
観
光
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

55

－

７
８
０
１

　

琴
浦
町
観
光
協
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

55

－

７
８
１
１

③��

大
山
滝　

展
望
台　

滝
つ
ぼ

吊
橋
を
渡
り
、
西
日
本
を
代
表
す
る
森
林
浴
ス
ポ
ッ
ト

を
通
り
抜
け
る
と
大
山
滝
が
あ
り
ま
す
。

大
山
滝
は
、
地
獄
谷
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
量
豊
富
な
、

高
さ
42
ｍ
の
２
段
滝
で
、「
日
本
の
滝
百
選
」
に
選
ば

れ
て
い
る
名
瀑
で
す
。 

春
、
夏
、
秋
と
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
め
ま
す
が
、
秋
の
紅
葉
は
特
に
お
す
す
め
で
す
。

④
一
向
平
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

食
材
は
、
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

手
打
ち
そ
ば
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

②
吊
橋

階
段
を
下
り
て
す
ぐ
大
山
滝
吊
橋
が
あ
り
ま
す
。 

加
勢
蛇
川
の
最
上
流
部
に
か
か
る
、
長
さ
45
ｍ
、

幅
１
ｍ
、
高
さ
30
ｍ
の
吊
橋
で
す
。
橋
上
か
ら

の
眺
め
は
絶
景
で
、
か
な
り
ス
リ
リ
ン
グ
で
す
。

①
一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
中
国
自
然
歩
道

一
向
平
か
ら
お
よ
そ
１
㎞
の
と
こ
ろ
に
別
名
「
地
獄
の
階
段
」

と
呼
ば
れ
る
、
非
常
に
急
な
階
段
が
あ
り
ま
す
。
行
き
は
下

り
で
、帰
り
は
上
り
で
す
。
全
部
で
何
段
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

横
山
さ
ん
の
お
す
す
め
コ
ー
ス

徒歩15分　0.8km

徒歩30分　0.9km

徒歩45分　1.7km

■
一
向
平
そ
ば
特
別
割
引
券

　

�　

一
向
平
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
、
今
年
９
月
中
に
限
り
、
本
ペ
ー

ジ
の
左
上
隅
の
券
を
注
文
時
に
ご
提
出
い
た
だ
く
と
１
枚
で
一
人
あ
た
り

１
０
０
円
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
※
１
枚
で
グ
ル
ー
プ
全
員
有
効
）

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
そ
ば
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

一向平そば
100円割引券
※本券1枚で1グループ全員
※平成23年9月中
　に限り有効

▲切りとってご使用ください

� ことうら 2011.9



　

第
21
回
白
鳳
祭
を
８
月
７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ

た
当
日
は
お
よ
そ
３
０
０
０
人
が
来
場
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
に
書
道
ガ
ー
ル
ズ
（
鳥
取
中
央
育
英
高

等
学
校
の
書
道
部
生
徒
）
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
こ
の
日

の
た
め
に
地
域
な
ど
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
琴
浦
音
頭
の
完
成
披
露

を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ト
・
花
火
シ
ョ
ー
で
は
、
多

く
の
来
場
者
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

東
伯
・
中
山
道
路
開
通
記
念

書道パフォーマンス
▲▲▲

▲ ▲大声コンテスト

大声出すって…気持ちいい!

９人の連携が１つの作品に（写真・右）

躍動感あふれる筆さばき（写真・上下）
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白
鳳
祭
の
こ
の
日
、
催
し
の
一
環
と
し
て
総
合
体
育
館
で
は
第
８
回
ど

す
こ
い
紙
ず
も
う
琴
浦
場
所
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
昔
な

が
ら
の
遊
び
、
紙
ず
も
う
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
回
は
幼
児
の
部
に
３
チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
に
13
チ
ー
ム
の
合

わ
せ
て
16
チ
ー
ム
が
参
加
。
試
合
で
は
各
チ
ー
ム
手
作
り
の
力
士
に
向
け
て

大
き
な
声
援
が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。
対
戦
の
結
果
、
小
学
生
の
部
で
は

箆
津
部
屋
の
「
プ
ッ
チ
ョ
Ａ
Ｋ
Ｂ
」
が
、
幼
児
の
部
で
は
ム
シ
キ
ン
グ
部
屋

の
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
が
そ
れ
ぞ
れ
横
綱
の
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。

幼
児
の
部

横
綱　

�

ヘ
ラ
ク
レ
ス
（
ム
シ
キ
ン

グ
部
屋
）

大
関　

�

コ
ト
ウ
ラ
ト
ッ
プ
ス
（
恐

竜
山
部
屋
）

関
脇　

�

ぜ
ん
ま
い
ざ
む
ら
い
（
必

笑
！
だ
ん
ご
剣
部
屋
）

小
学
生
の
部

横
綱　

�

プ
ッ
チ
ョ
Ａ
Ｋ
Ｂ
（
箆
津

部
屋
）

大
関　

�

金
髪
先
生
（
倉
坂
キ
ッ
ズ

部
屋
）

関
脇　

�

ド
ク
タ
ー
・
キ
ヤ
対
名
探

偵
コ
ナ
ン
（『
木
』
へ
ん
・

き
ょ
う
だ
い
部
屋
）

■
大
会
結
果 第

８
回
ど
す
こ
い
紙
ず
も
う
琴
浦
場
所

琴浦音頭

ステージでは　
アップテンポのよさこい　

バージョンも披露　
（写真・右）

やぐらの前で輪になって　
踊る（写真・上）

▲ ▲

小学生の部　決勝戦の様子

� ことうら 2011.9



　

数
年
に
一
度
の
猛
烈
な
雨

(

１
時
間
に
90
ミ
リ)

が
観

測
さ
れ
た
場
合
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
家
屋
の
浸
水
や
河

川
の
は
ん
濫
、
土
砂
災
害
の

発
生
す
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
た
め
、
観
測
さ
れ
た
地

域
で
は
周
囲
の
状
況
の
変
化

に
気
を
配
り
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

記
録
的
短
時
間

　
　
　

大
雨
情
報

防
災
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

総
務
課　
　

52―

１
７
０
０

　これから本格的な台風シーズンを迎えます。
　台風がまだ遠くにある時でも突風や大雨を
もたらすことがありますので、台風が接近する
前に家の外の対策や水害・土砂災害に備えてく
ださい。　
　台風が接近してから屋外へ出るのは、看板な
どが飛んできたりすることがあり危険です。ま
た、台風が過ぎ去っても、吹き返しの風にも注
意が必要です。
　特に、大雨による土砂災害の発生は、安全な
場所に身を移すまでに時間的な余裕はありま
せん。早めの避難行動に心がけましょう。

　大雨や台風時などには気象台から「防災気象
情報」が発表されています。下に大雨が予想さ
れた場合の防災気象情報の内容とタイミング、
それに対応する住民のみなさんの防災行動の
一例を示します。必ずこのような順序で発表さ
れるとは限りませんが、どんなときにどんな情
報が発表されるのかをあらかじめ知っておき、
災害対策をとりましょう。

台風シーズンを前に

「防災気象情報」を
　　　　　活用しましょう

警報・注意報に先立ち、大雨の可能性
がある場合に発表

大雨により、土砂災害、浸水害、洪水
害などの恐れがある場合に発表

大雨により、人的被害を伴うような重
大な土砂災害、浸水害、洪水害などの
恐れがある場合に発表

土砂災害の危険度がさらに高まった
場合に市町村ごとに発表

大雨に関する気象情報

大雨注意報・洪水注意報

大雨警報（土砂災害・浸水害）洪水警報

約1日程度前
　大雨の可能性
　が高くなる

半日～数時間前
　大雨が始まる
　強さが増す

琴浦町からの「お知らせ」に注意し、早めの避難に心がけましょう

・�テレビ、ラジオ、気象庁
ホームページなどから
最新の気象情報を入手

気象情報に気をつける

・避難場所の確認
・非常持ち出し品の点検
・危険な場所に近づかない

・�避難の準備をする
　【避難に時間がかかる人は
　早めの避難に心がける】

・�土砂災害の危険性が高
い地域では避難

・�普段と異なったことが
あれば、町などへ通報
し避難

数時間前～
　1、2時間前

大雨が一層激し
くなる

被害の拡大が懸
念される

土砂災害警戒情報重要

大雨の場合に気象台が発表する気象情報 住民の行動

　

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
気
象
情
報
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
鳥
取
地
方
気

象
台
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
　

０
８
５
７
ー
29
ー
１
３
１
３

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
（
災
害

　

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
情
報
）

　

http://www.jma.go.jp/jma/　
　

　

kishou/know/bosai/index.html
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
23
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
、
町
内
全
世
帯
を
対
象
に
設
置
状
況

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
琴
浦
町
の

設
置
状
況
は
57
・
８
％
で
し
た
。
お
よ
そ
４
割
の

住
宅
で
は
、
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
設
置
し
て
い
る
」
と
回
答
さ
れ
た
住
宅

に
お
い
て
も
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
寝

室
に
は
設
置
し
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
１

日
も
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器

　

「
設
置
済
み
」は
６
割

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

58％
42％

アンケート集計結果

設置している　　設置していない

問合せ先　
　総務課　　 52－1700

・�白鳳祭のTシャツを着ておられ、とても親しみや
すく入りやすかったです。

・声が小さい。もう少し元気な声かけがほしい。
・�行政は最大のサービス業であることを忘れずに。

町民あっての職員である。
・�公僕ということを忘れることなく、町民の幸福

とサービスに努めてほしい。
・�どこがどうってことはないですが、役場に来る

のは何か嫌な気がします。

　アンケートで質問した4項目については、普通以
上の評価をいただいたと感じています。
　しかし回答いただいた「町民の声」の中には、
挨拶や職員の意識など不満の意見もあり、これを
真摯に受け止め、今後の接遇向上に活かしていき
ます。
　
問合せ先　総務課　  52－2111

町民の声 結果について

　町では、質の高い行政サービスや職員の能力の向上開発、組織力の発揮などをめざして職
場風土向上・改善プロジェクトチームを作り、職場風土の向上・改善に向けて取り組んでい
ます。その取組みの一環として、来庁者アンケートを実施しました。アンケートにお答えい
ただいたみなさまには、お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。

①�役場に入った印象はどうですか。【A. 活気がある
･B. 普通 ･C. 活気がない ･D. 無回答】
②�職員からすすんであいさつや声かけがありまし
たか？【A. あった ･B. なかった ･C. 無回答】
③�職員の対応はいかがでしたか？【A. 良い ･B. ま

あまあ良い ･C. 普通 ･D. やや悪い ･E. 悪い ･F. 無
回答】
④�職員の身だしなみはどうですか？【A. 良い ･B. ま

あまあ良い ･C. 普通 ･D. やや悪い ･E. 悪い ･F. 無
回答】

設問内容

Ａ29①

②

③

④

Ａ72 Ｂ25

Ｃ26

Ｃ31

Ｂ21

Ｂ21

Ａ49

Ａ44

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

Ｄ2

Ｃ3

Ｂ60 Ｃ10 Ｄ1

Ｆ1

Ｆ1

Ｅ1

Ｄ2 Ｅ1

回答件数：126件

平成23年６月１日～７月８日
役場本庁舎 ･分庁舎、保健センター、まなびタウンとうはく

●実施期間
●実施場所

職場風土、行政サービス向上に向け
職場風土向上・改善プロジェクトチーム　アンケートの集計結果
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非
木
造
倉
庫
の
冷
蔵
倉
庫
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
倉
庫
と
同
様
の
取
扱
い

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年

度
か
ら
は
、
冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）
は

一
般
倉
庫
と
比
べ
て
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る
計
算
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
該
当
す
る
冷
蔵
倉
庫
は
、
来
年
度
分
の

固
定
資
産
税
か
ら
、
固
定
資
産
税
評
価
額
の
計
算
方
法
が
こ
れ
ま
で
と
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
（
家
屋
で
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
）
は
、

事
前
に
現
地
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
倉
庫
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
の
構
造
が
木
造
以
外

②�

主
な
用
途
が
倉
庫
で
あ
り
、
倉
庫
内
の
保
管
温
度
が
常
に
10
℃
以
下

に
保
つ
こ
と
が
で
き
る

③�

当
該
家
屋
内
に
冷
蔵
倉
庫
以
外
で
使
用
し
て
い
る
部
分
（
一
般
用
倉

庫
、
工
場
・
作
業
場
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
冷
蔵
倉
庫
部
分
が
延

床
面
積
の
50
％
以
上

※�

常
温
倉
庫
内
に
、
プ
レ
ハ
ブ
式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
を
設
置
し

て
い
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
倉
庫
が
対
象
で
す
の
で
、
償
却
資
産
で
申

告
さ
れ
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
先　

税
務
課　
　

52
ー
１
７
０
２

非
木
造
家
屋
の
冷
蔵
倉
庫

固
定
資
産
評
価
基
準
が
平
成
24
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す

対
象
要
件

　

町
で
は
、
町
内
の
専
用
水

道
、
飲
料
水
供
給
施
設
な
ど

を
維
持
管
理
す
る
用
水
組
合

に
、
施
設
の
老
朽
化
や
災
害

復
旧
な
ど
に
伴
う
修
理
費
用

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

専
用
水
道

　

給
水
人
口
１
０
１
人
以
上

の
人
の
飲
用
に
供
す
る
水
道

施
設

飲
料
水
供
給
施
設
等

　

上
水
道
、
専
用
水
道
給
水

区
域
外
の
給
水
人
口
10
人
以

上
１
０
０
人
以
下
で
人
の
飲

用
に
供
す
る
水
道
施
設

問
合
せ
先　

　

上
下
水
道
課　

　
　

55―
７
８
０
６

補
助
金
対
象
施
設

専
用
水
道
等
の

  

修
理
費
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

例）給水戸数が50戸以上で1件当たりの修理費が
　　60万円の場合
　　　補助金額＝（修理費－修理費基準額）÷2
　　　　　　　＝（60万円－50万円）÷2
　　　　　　　＝　5万円　

補助金額

給水戸数
修理費基準額

1件あたり
補助金額

1件あたり
補助金限度額

50戸以上 50万円 修理費基準額

を超える額の

2分の1以内
100万円

49戸以下 25万円

　

現
在
、
町
内
に
は
１
１
０
人

あ
ま
り
の
外
国
人
が
住
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
国
人
同
士
が
出

会
う
機
会
が
少
な
く
、
町
内
の

生
活
情
報
を
な
か
な
か
得
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
外
国

人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
、
町
内
め
ぐ
り
や
料
理

交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
生
活

に
ふ
れ
、
生
活
に
必
要
な
情
報
交

換
を
行
う
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

と　
　

き　
　

　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所　
　

�　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
正
面

　

玄
関
前（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

対　
　

象　
　

　

町
内
在
住
の
外
国
人

内　
　

容　
　

　

河
本
家
住
宅
で
日
本
茶
体
験
＆

梨
狩
り
、
町
内
産
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
作
り
と
試
食
、
交
流
会
、

な
ん
で
も
相
談
室
（
希
望
者
の
み
）

参
加
費　

無
料

※
通
訳
・
託
児
あ
り

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布

申
込
期
限　

９
月
５
日
（
月
）

申
込
・
問
合
せ
先　

　

町
民
生
活
課　

 

52
ー
１
７
０
４

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
　

外
国
人
交
流
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
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期　

間　

９
月
15
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　

20
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
６
時

会　

場　

日
韓
友
好
資
料
館

注：これはイメージです。

美
人
画
（民
画
）展

日　

時　

９
月
17
日
（
土
）
午
後
０
時
15
分
～
２
時

会　

場　

日
韓
友
好
交
流
公
園
「
風
の
丘
」

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
、
役
場
分
庁
舎
多
目
的
ホ
ー
ル
）

假
屋
崎
省
吾
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

テ
ー
マ　
「
韓
国
“
美
”
の
最
前
線
」

「
恋
人
の
聖
地
」認
定
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
韓
国
の〝
美
〟」テ
ー
マ
に　

日
韓
文
化
交
流
促
進
ウ
ィ
ー
ク
開
催

　

琴
浦
町
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

関
西
事
務
所
と
琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連
携
し
て
、
９
月

12
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
の
３
ヵ
月
間
、

大
阪
府
守
口
市
の
土
居
商
店
街
に
現
地

市
場
調
査
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

町
産
品
の
販
路
開
拓
を
目
標
に
市
場

ニ
ー
ズ
調
査
や
、
琴
浦
フ
ェ
ア
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
出
店
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局　

　
　
　

52―

３
８
１
６

琴
浦
町
関
西
事
務
所　

　
　
　

06―

６
１
３
１―

６
５
０
５　

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ohta-m
@

tow
n.kotoura.tottori.jp

公
園
「
風
の
丘
」
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
恋
人
の
聖
地
」
選
定

委
員
で
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
先　

　
　

商
工
観
光
課　
　

55―

７
８
０
１

　

町
で
は
、
日
本
か
ら
一
番
近
い
外
国
で
あ

る
韓
国
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
、
異
な
る
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

「
日
韓
文
化
交
流
促
進
ウ
ィ
ー
ク
」
を
設
け
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
９
月
15
日
か
ら
20
日
ま

で
「
韓
国
の
“
美
”」
を
テ
ー
マ
に
左
記
の
と

お
り
美
人
画
（
民
画
）
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
１
日
に
日
韓
友
好
交
流

　

８
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
、

大
阪
市
の
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
地

域
の
祭
り
「
第
９
回
夏
祭
り
㏌
ホ
テ
ル
大

阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
琴
浦
町

か
ら
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
た
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
小
玉
ス

イ
カ
、
ハ
ウ
ス
二
十
世
紀
梨
と
い
っ
た

野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ジ
ュ
ー
ス
、
ふ
ろ
し
き
ま
ん
じ
ゅ
う
、
あ

ご
入
り
鰹
ふ
り
だ
し
な
ど
を
販
売
。
来

場
者
か
ら
は
安
全
で
安
心
で
き
る
食
材

と
人
気
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
め
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
展
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
が
、
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
町
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
く
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

機
会
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。

り

よ

だ

所

務

事

西

関

町

琴

浦

～
琴
浦
町
の
Ｐ
Ｒ
に
～

「
夏
祭
り
」に
初
出
展

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
！

商
店
街
を
拠
点
に
市
場
調
査

琴浦町ブース前　

参
加
費
無
料
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第
57
回
東
伯
郡
民
体
育
大
会
が
７
月

16
、
17
、
18
、
23
、
24
日
の
５
日
間
、

三
朝
町
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
は
総
合
優
勝
、
女
子

は
３
位
で
、
惜
し
く
も
２
年
連
続
の
男

女
総
合
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
会
は
琴
浦
町
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
男
女
総
合

優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。　

　

大
会
の
主
な
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

大会旗は次回開催地の琴浦町へ

▼
総
合
成
績

男
子　

優　

勝　

琴
浦
町（
１
１
２
点
）

　
　
　

準
優
勝　

北
栄
町（
１
０
２
点
）

　
　
　

第
３
位　

湯
梨
浜
町　
（
92
点
）

女
子　

優　

勝　

北
栄
町　
　
（
86
点
）

　
　
　

準
優
勝　

湯
梨
浜
町　
（
80
点
）

　
　
　

第
３
位　

琴
浦
町　
　
（
76
点
）

▼
優
勝
種
目

陸
上　
　
　
　
　

成
年
男
子
、成
年
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

�
成
年
男
子
一
部
、
成

年
男
子
二
部
、
成
年

女
子
、
少
年
Ｃ
男
子

（
赤
碕
ス
ポ
少
）　

卓
球　
　
　
　
　

�

成
年
男
子
一
部

　
　
　
　
　
　
　

成
年
男
子
二
部

　
　
　
　
　
　
　

成
年
女
子
一
部

軟
式
野
球　
　
　

�

成
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
の
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

成
年
男
子
、成
年
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

小
学
生
男
子

剣
道　
　
　
　
　

�

成
年
男
子
、
少
年
Ｃ

（
赤
碕
ス
ポ
少
）

相
撲　
　
　
　
　

成
年
男
子

テ
ニ
ス　
　
　
　

成
年
男
子

　

７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
総
合
開
会
式

で
、東
伯
郡
並
び
に
町
の
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
つ
ぎ
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

感
謝
状　
　
　
　
　

　

故　

福
本
公
博

　
（
東
伯
郡
体
育
協
会
理
事
と
し
て
郡

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
功
績
）

体
育
功
労
者　
　
　
　
　

　

山
本
幸
子　

　
（
水
泳
大
会
で
新
記
録
を
出
す
な
ど

水
泳
の
発
展
に
貢
献
）

体
育
優
良
団
体　
　
　

　

琴
浦
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
（
野
田
悦
子
部
長
）

郡
民
体
育
大
会
10
回
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　
　
　

　

大
本
由
佳
、石
原
明
子
、小
椋
由
紀
子

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

第
57
回
東
伯
郡
民
体
育
大
会

男
子
は
総
合
優
勝
　

女
子
は
惜
し
く
も
３
位  

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ス
モ
石
油
と
Ｆ
Ｍ
山
陰
が
連

携
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
通
じ
て
地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
「
私
た
ち
人
一
人
ひ
と
り
が
、

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
を
起
こ
そ

う
」
と
い
う
活
動
で
す
。

　

今
年
度
は
ポ
ー
ト
赤
碕
北
側
海
岸
の
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
た
だ
い
ま
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

と　　き　10月8日（土）9：00 ～ 12：40　
　　　　　※雨天時10月15日（土）に延期
集合場所　赤碕新港造成地（ポート赤碕北側海岸埋立地）
催　　し　いちじく狩り　体験農場「ナオ」（杉下723）
参加方法　ＦＭ山陰のホームページの応募フォームか
　　　　　ら申し込み
　　　　　※町民生活課（役場本庁舎）または、商工

観光課（役場分庁舎）の窓口で申し込む
こともできます。

応募締切　9月26日（月）　※先着順　　
参 加 料　無料
問合せ先　ＦＭ山陰　　　0852－61－0403
　　　　　町民生活課　　52－1703

コ
ス
モ
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
ア
ク
ト

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
琴
浦　

　
　

参
加
者
募
集
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８
月
18
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、
総
合
体
育
館
と
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
体
力
づ
く
り

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
体
力
づ
く
り
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
町
体
育
指
導
委

員
会
が
行
う
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ

と　
　

き　
　

�

10
月
22
日
（
金
）、
23

日
（
日
）

実
施
種
目　
　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ウ

ン
ス
ボ
ー
ル
、
健
康

ウ
ォ
ー
ク
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
な
ど
18
種
目

申
込
締
切　
　

�

10
月
３
日
（
月
）
ま
た

は
10
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

※
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
体
力
づ
く
り
教
室
と
県
民
ス
ポ
レ
ク

　

祭
の
参
加
申
込
・
問
合
せ
先

総
合
体
育
館　
　
　

52
ー
２
０
４
７

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

55
ー
２
７
０
７

し
た
後
、
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
や
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
基
本
か
ら
手

ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
途
中
か
ら
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
８
月
24
日
か
ら
法
改
正
に
よ
り
、
体

育
指
導
委
員
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　第７回琴浦町駅伝競走大会を９月25日（日）
に開きます。
　部門は、①大部落の部　②小部落の部　③一
般の部　④中学校の部　⑤オープンの部です。
　選手のみなさんに、温かいご声援をお願いし
ます。
　
大会日程・各中継所の通過予定時刻
　開会式　　 ９：00　農業者トレーニング
　　　　　　　　　　 センター
　スタート　10：00　赤碕中学校グラウンド
　２区　　　10：06　出上入口
　３区　　　10：10　中坪バス停
　４区　　　10：16　赤碕金屋
　５区　　　10：24　中坪バス停
　６区　　　10：29　勤労者体育センター
　７区　　　10：32　光墓地
　８区　　　10：36　安田福祉センター
　　　　　　　　　　 さくら台
　ゴール　　11：40　赤碕中学校グラウンド

　※コース図面は、町報8月号でご確認ください。

第7回琴浦町駅伝競走大会

沿道でのご声援を!

　

美
し
い
花
菖
蒲
を
自
分
で
も
育
て
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
今
年
６
月
に
開
催
し
た
花
菖
蒲
ま
つ
り
の
際

に
注
文
さ
れ
た
花
菖
蒲
の
苗
を
、
１
ポ
ッ
ト
３
５
０
円
で
お

渡
し
し
ま
す
。
苗
を
注
文
し
た
方
で
当
日
受
け
取
り
に
来
ら

れ
な
い
場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

10
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
　

山
脇
信
正
さ
ん
宅

講　

師　
　

山
脇
信
正
さ
ん
（
日
本
花
菖
蒲
協
会
理
事
）

問
合
せ
先　

社
会
教
育
課　
　

52

－

１
１
６
１

＊
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　花菖蒲まつりにて新品種
の花菖蒲の名前を募集して
いましたが、名前を広島県
福山市の信

しん

野
の

光
みつのぶ

伸さんに応
募していただいた「千

ち

代
よ

の光
ひかり

」に決定しました。
　期間中24件の応募がありました。応募してくだ
さったみなさまありがとうございました。

新品種の名前決定

　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
の
秋
季
大
会
が
、
県
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
う
ち
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
部
の
参
加
者
を
左
記
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

花
菖
蒲
講
習
会

し

ょ

う

ぶ
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木も
く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

　

別
宮
の
転て
ん
ぽ
う法
輪り
ん

寺じ

に
あ
り
、

本
堂
の
右
側
に
木
造
阿
弥
陀
如

来
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

転
法
輪
寺
の
本
尊
は
、
現
在

空く
う

也や

上し
ょ
う

人に
ん

像
で
す
が
、
も
と
も

と
の
本
尊
は
こ
の
阿
弥
陀
如
来

立
像
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
阿
弥
陀
如
来

立
像
を
本
尊
と
し
、
そ
の
両
脇

に
空
也
上
人
像
が
二
体
を
置

き
、
三
尊
仏
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
長
い
年
月
の
間

に
阿
弥
陀
像
の
損
傷
が
進
ん
だ

た
め
、
万
治
年
間
（
１
６
５
８

～
１
６
６
０
）
に
本
尊
を
改
め

て
い
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
立
像
は
カ
ヤ
材

の
一
木
彫
で
、
高
さ
96
・
２
㎝
。

大
腿
部
の
量
感
や
平
行
線
状
に

流
れ
る
衣
紋
の
表
現
な
ど
か
ら
、

平
安
時
代
の
特
徴
を
と
ど
め
る

作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
台
座
と
光こ
う
は
い背

（
※
）
は
新
し

く
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
62
年
に
財
団
法
人
美
術

院
に
よ
っ
て
本
格
的
な
修
理
が

行
わ
れ
、
昭
和
63
年
、
鳥
取
県

の
保
護
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
光
背
…
仏
身
か
ら
発
す
る
光
明
を
か

た
ど
っ
た
、
仏
像
の
背
後
に
あ
る
飾
り

　

今
年
の
夏
。
猛
暑
日
が
続
い
て
と
て
も
暑

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
８
月
、
私
は
八
橋
、
浦

富
の
海
水
浴
場
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
静
か
で

景
色
も
良
く
て
、
私
は
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
水
遊
び

を
し
て
い
た
ら
、
私
の
ふ
る
さ
と
、
釜
山
に
あ

る
少
し
変
わ
っ
た
海
水
浴
場
、「
ヘ
ウ
ン
デ
海

水
浴
場
」
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　

ヘ
ウ
ン
デ
海
水
浴
場
。
韓
国
を
代
表
す
る

ビ
ー
チ
と
し
て
有
名
で
す
が
、
何
が
変
わ
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
番
の
特
徴
は
「
人
」
で
す
。
12
万
人

が
遊
べ
る
こ
の
広
い
海
水
浴
場
は
、
そ
の
訪
問

客
数
で
有
名
で
す
。そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、

ビ
ー
チ
に
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
登
載
さ
れ

た
６
０
０
０
本
以
上
の
パ
ラ
ソ
ル
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
は
、「
出
前
」
で
す
。
こ
こ
で
は
出
前
を

頼
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ラ
ソ
ル
の
下
で
遊

ん
で
い
た
ら
、
お
腹
は
空
い
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
は
電
話
を
か
け
、
ピ
ザ
や
チ
キ
ン
、
中
華

料
理
、
カ
キ
氷
、
果
物
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
い

ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
頼
ん
だ
ら
、
私
た
ち
の
と

こ
ろ
ま
で
届
け
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
海
水
浴
場
の
ほ
と
ん
ど
の
施
設

を
現
金
の
代
わ
り
に
携
帯
や
充
電
式
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
、
ホ
テ
ル

や
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
連
な
っ
て
い
る
海
水
浴

場
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
ビ
キ
ニ
姿
で

行
き
来
す
る
人
も
見
か
け
ら
れ
る
と
い
う
の
も

珍
し
い
で
す
。

　

実
は
、
釜
山
の
人
は
こ
の
時
期
に
人
が
多
い

ヘ
ウ
ン
デ
に
あ
ま
り
行
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

ヘ
ウ
ン
デ
海
水
浴
場
は
い
ろ
ん
な
面
白
い
体
験

町国際交流員 沈
シム

 
へ

敬
ギョン

のエッセイ

　
　

ヘ
ウ
ン
デ(

海
雲
台)

海
水
浴
場

と
祭
り
が
あ
る
の

で
、
こ
の
時
期
の

ヘ
ウ
ン
デ
を
ぜ
ひ

と
も
お
す
す
め
し

た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
来
年

の
夏
は
釜
山
の
ヘ

ウ
ン
デ
で
、
い
か

が
で
す
か
。

▲美しい夜景も楽しめる海水浴場近く
　の展望台

▲たくさんのビーチパラソルが所狭し
　と並んでいる
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私のいないときも
　多くの母親のよう
に、産後私も仕事に
復帰しました。生徒
や同僚との再会に心
が弾んだ一方で、幼
い息子と日中離れて
過ごすことが少し心
配で、寂しくもあり
ました。
　アメリカでは、日本のような公立保育園はありま
せん。その代わり、親戚に子どもの面倒を見てもら
ったり、個人の家の託児所や日本の私立保育園に似
た保育施設に預けたりします。小学校に上がるまで
私は保育施設で、弟は託児所を開いている家で預か
ってもらっていました。私は日本の保育園がとても
素晴らしいことを知って驚くとともに、安心したも
のです。
　日本の保育園は少人数のクラスで、布おむつのお
願いができ、親が保育園のことに参加しやすい環境
があるので感激しています。アメリカでは、親は良
い保育園を探さなければなりません。たとえ未満児
でも、クラスが大規模になることもあるのですか
ら。また、多くの施設では布おむつを使うことが許
可されず、使い方を知らない託児所もあるほどで
す。ウェスリーが保育園でも布おむつを使うことが
できると知ったときは嬉しかったです。さらに、日
本では親は子どもの送り迎えのためだけに保育園に
通うのではなく、奉仕作業などを通して保育園の活
動にも参加できるのです！
　毎朝私がウェスリーを連れて行くと、素敵で愛情
あふれる先生方が迎えてくれます。私が離れても息
子は笑顔で私を見送ってくれます。私が仕事で日中
いない間も保育園で楽しく過ごせるので、彼も嬉し
いのですね。

From　Nickola　Marquette
　　　　文／ニカラ・マーケット
　　　　訳／中原　明菜（赤碕中学校英語教諭）

While I’m Away
　After my maternity leave I returned to work. I 
was excited to see my students and fellow teachers 
again, but also worried and sad to be leaving my 
baby all day. In the U.S we don’t have state care 
places. Instead, we can have relatives look after 
the baby, we can bring the baby to a home daycare 
(daycare in a person’s home), or we can bring them 
to a larger daycare company similar to private 
hoikuen. I went to a hoikuen style day care and my 
brother went to a home daycare. I was surprised 
and relieved to find how wonderful hoikuen here 
really is.
　I was happy to find a smaller class size, cloth 
diapers, and more parental involvement. In America, 
parents have to search to find a good place. Class 
sizes, even for babies, can be large. In many places 
daycares are not allowed to use cloth diapers, and 
many home daycares don’t know how to use them. 
I was very happy to find that Wesley could continue 
to use cloth at hoikuen. Lastly, in Japan, parents pick 
up and drop off their kids and can also participate in 
activities and help clean the school!
  Every morning I drop Wesley off at school with his 
wonderful and caring teachers, and every morning 
he smiles as I leave. I know he’s happy and well 
taken care of while I’m away.

　

炊
飯
器
で
は
な
く
、
釜
と
薪
で

ご
飯
を
炊
き
、
七
輪
で
煮
物
を
つ

く
る
。
洗
濯
板
を
使
っ
て
、
ゴ
シ

ゴ
シ
と
衣
類
を
洗
う
。
米
作
り
の

苦
労
を
共
に
し
た
千
刃
や
唐と
う

箕み

な

ど
の
農
具
た
ち
。
今
で
は
遠
い
昔

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
、
当
た
り
前

に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
そ
の

先
人
の
知
恵
と
工
夫
あ
ふ
れ
る
道

具
や
、
懐
か
し
い
生
活
用
具
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
昔
の
く
ら
し
を

振
り
返
り
、
今
の
く
ら
し
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
実
際
に
古
い
道
具
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
間　

９
月
22
日
（
木
）
～
25
日

　
　
　
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

�

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く

５
階　

第
一
展
示
ホ
ー
ル

及
び
歴
史
民
俗
資
料
館

『見
て
！

さ
わ
って
！

昔
の
く
ら
し
展
』

歴
史
民
俗
資
料
館　

企
画
展
示
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琴浦町勢初の入賞
町消防団第４分団が
県消防ポンプ操法大会で第3位

　６月26日に行われた東伯郡ポンプ操法大会で第
２位に入賞した琴浦町消防団第４分団（河本光玄
団長）が７月17日、鳥取市賀露港で行われた第57
回鳥取県消防ポンプ操法大会に、東伯郡代表とし
て出場しました。
　町内の消防団が県大会に出場するのは琴浦町発
足以来初めて。県内各地区の代表11チームが出場
した大会で、第４分団は厳しい訓練の成果を発揮
し、みごと３位に入賞しました。
　団員の皆さんは「夜遅くまで指導していただいた
東伯消防署員、そして家族の皆さんのご協力に感謝
し、県大会優勝を目指して今後も操法技術の向上に
取り組みます」と決意を新たにしていました。

農業の担い手どうし連携を
北栄・琴浦・大山町の認定農業者協議会が交流

　北栄・琴浦・大山各町の認定農業者協議会が、
７月21日、初の交流会を開きました。
　これは、ＴＰＰ問題や自然災害などにより農業
者を取り巻く状況が厳しさを増す中、近隣の農業
者との連携を図ろうと行ったものです。
　当日は各町協議会の活動が報告された後、内田
正二さん（前ＪＡいずも代表理事専務）が講演を
されました。内田さんは「農業経営は絶えず新し
い方法を考えよう。ＪＡは若者や高齢者、準組合
員にも重点を置いた活動を」などと述べました。
　参加者からは「今後も開催を継続し、さらに連
携を深めよう」などの意見が相次ぎました。

農業に対する想いや将来展望について講演を行う内田さん

みごと第３位に入賞した第４分団（上郷・下郷地区）の皆さん

農業用水の大切さを学ぶ
ウォーターキャラバン‘11開催

　琴浦・北栄町に建設された３つのダムやかん水
施設について理解を深める『ウォーターキャラバ
ン2011』を８月８日に行い、琴浦・北栄両町の小
学生など21人が参加しました。
　今年は、ダムの水がどこから来てどのように畑
に配水されるのかを学ぶため、西高尾ダムをはじ
め矢下頭首工、ファームポンド、農場を見学しま
した。
　参加者はかん水施設の役割を学ぶとともに、農
業用水が農作物栽培だけでなく、防火用水として
利用されるなど、農業以外に地域に必要な水であ
ることを学ぶよい機会となりました。

ダムから引かれた水の利用について説明を受ける参加者
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

中
１
＆
小
６
交
流
会

安田地区
炭
焼
き
体
験

古布庄地区

　

赤
碕
中
学
校
１
年
生
と
安
田
小
学
校
６

年
生
の
交
流
会
を
８
月
５
日
、
安
田
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
小

学
６
年
生
の
中
学
校
入
学
へ
の
不
安
を
解

消
し
、
中
学
校
生
活
へ
の
意
欲
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
赤
碕
中
学
校
・

小
学
校
・
地
区
公
民
館
が
連
携
し
、
小
学

校
区
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
よ
る
学
習
や
生
活
、
部
活
動

の
紹
介
で
は
「
吹
奏
楽
部
は
３
年
生
が
卒

業
す
る
と
５
人
に
な
る
の
で
入
部
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
勧
誘
す
る
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
移
動
し

て
水
泳
の
リ
レ
ー
対
決
や
一
緒
に
遊
ぶ
な

ど
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
一
向
平
で
の
炭
焼

き
体
験
を
８
月
４
日
に
行
い
、
小
学
生
な

ど
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
炭
窯
に
木
を
運
ん

で
窯
の
中
に
木
を
並
べ
る
作
業
や
、
薪
割

り
機
で
大
き
な
木
を
切
る
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
指
導
者
に
作
業
の

仕
方
を
教
わ
っ
た
後
「
何
も
入
っ
て
い
な

い
炭
窯
は
け
っ
こ
う
広
い
な
あ
」「
釜
の

中
は
暑
く
て
作
業
が
大
変
だ
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
木
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

住
民
同
士
の
交
流
の
場
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

浦
安
地
区　

８
月
15
日　

東
伯
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

逢
束

　

準
優
勝　

浦
安
南　
　

　

第
３
位　

金
屋
・
下
伊
勢
西

成
美
地
区

８
月
15
日　

赤
碕
総
合
運
動
公
園　

　

優　

勝　

東
桜
ヶ
丘

　

準
優
勝　

上
野

　

第
３
位　

出
上
１
区
・
出
上
６
区

　

各
地
区
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

八八
橋
地
区

８
月
14
日　

�

東
伯
総
合
公
園
野
球
場
ほ

か
４
会
場

　

優　

勝　

八
橋
２
区

　

準
優
勝　

八
橋
１
区

　

第
３
位　

岩
本
・
笠
見

赤
碕
地
区

８
月
14
日　

�

赤
碕
総
合
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

亀
崎
町

　

準
優
勝　

上
赤
碕

　

第
３
位　

花
見
町
・
八
幡
町

以
西
地
区

８
月
14
日　

赤
碕
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

山
川
木
地　
　

　

準
優
勝　

大
父

八
橋
地
区

　

打
っ
た！　

走
っ
た！

各
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

各地区で試合が楽しまれた（写真：八橋地区）
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町
で
は
、
現
在
倉
吉
駅
発
着
と

な
っ
て
い
る
「
特
急
ス
ー
パ
ー
は

く
と
号
」
の
営
業
運
行
を
赤
碕
駅

ま
で
延
長
し
て
も
ら
う
よ
う
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
鉄
道
（
株
）
へ
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
要
望
の
実
現

を
促
進
す
る
た
め
、
11
月
26

（
土
）
・
27
日
（
日
）
に
特
急

ス
ー
パ
ー
は
く
と
号
を
利
用
し
た

大
阪
・
神
戸
の
旅
を
企
画
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
本
紙
24
ペ
ー
ジ
の

旅
行
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

企
画
情
報
課

　
　
　
　
　
　
　

52
ー
１
７
０
９

釛
保
育
園
の
取
り
組
み

＊
子
育
て
の
合
言
葉
「
10
秒
の
愛
」
⑥

　

釛
保
育
園
で
は
“
子
育
て
は

「
愛
」を
伝
え
る
こ
と
で「
自
尊

感
情
」
を
育
て
る
こ
と
”
を
合

言
葉
に
、「
10
秒
の
愛
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
は
じ
め
て

か
ら
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
実
践
を
始
め
た
当
初

は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
、
と
い
う
保
護
者
の
意

識
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
職

員
か
ら
積
極
的
に
実
践
の
場
を

通
し
て
「
あ
っ
お
母
さ
ん
そ
の

こ
と
ば
か
け
10
秒
の
愛
だ
ね
」

と
か
「
お
父
さ
ん
の
そ
の
笑
顔

○
○
ち
ゃ
ん
う
れ
し
そ
う
」
な

ど
普
段
の
何
げ
な
い
か
か
わ
り

が
愛
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
意

識
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

各
家
庭
の
実
践
、
ク
リ
ス
マ

ス
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
、
園
児

の
似
顔
絵
と
10
秒
の
愛
メ
ッ

セ
ー
ジ
卒
園
記
念
品
、
生
活
発

表
会
保
護
者
劇
、
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
園
と
家
庭
と

の
た
く
さ
ん
の
取
り
組
み
が
か

け
橋
と
な
り
「
我
が
家
流　

10

秒
の
愛
」
へ
と
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
も
誕
生
会
を
重
点
的

に
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
認

め
、
自
分
が
大
切
な
存
在
で
あ

る
と
実
感
で
き
る
集
い
に
し

て
、
自
分
が
誕
生
し
た
こ
と
を

尊
い
と
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち

を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
を
生
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」「
生
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
、
そ
の
様
子
を
誕
生
会

通
信
で
す
べ
て
の
保
護
者
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
深

ま
り
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

親
へ
、
そ
し
て
周
り
の
仲
間
・

地
域
へ
と
笑
顔
の
輪
が
広
が
り

「
共
同
子
育
て
」
の
喜
び
を
共

感
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

各
部
落
の
健
康
づ
く
り
推
進
員

（
ま
た
は
部
落
役
員
）
を
通
じ
て

検
診
受
診
票
と
日
程
表
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

結
核
検
診

　
　

65
歳
以
上
の
方

　

肺
が
ん
検
診

　
　

40
歳
以
上
の
希
望
者

　
（
た
ん
検
査
）

　
　

ハ
イ
リ
ス
ク
者
（
※
１
）
の
う

　
　

ち
希
望
者　

注
意
事
項　

　

・�

受
診
票
の
問
診
欄
は
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　

・�

年
齢
な
ど
に
よ
り
、
検
診
料

金
、
た
ん
の
検
査
料
金
が
違

い
ま
す
。（
く
わ
し
く
は
下

表
の
と
お
り
）

　

・�

検
診
を
受
け
な
い
場
合
は
、

そ
の
理
由
を
受
診
票
に
記
入

の
上
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま

た
は
分
庁
総
合
窓
口
係
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。

　
　

問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

52
ー
１
７
０
５

結
核
・
肺
が
ん
検
診
　

今
月
か
ら
開
始

11
月
１
日
ま
で
検
診
車
が
各
部
落
を
巡
回

「
大
阪
・
神
戸
」の
旅
　

参
加
者
募
集

「
大
阪
・
神
戸
」の
旅
　

参
加
者
募
集

特
急
ス
ー
パ
ー
は
く
と
号
で
行
く

※1. ハイリスク者とは、つぎのいずれかに該当する方です。
　　①６カ月以内に血痰がみられた40歳以上の方
　　②50歳以上で、（タバコを吸った年数×１日のタバコの
　　　　　　　　　 本数＝600以上）の方
※2. 年齢は平成24年３月31日現在です。

対　　象

65歳以上の方
40歳～64歳　希望者

無　料
300円

400円
800円

レントゲン
検査

痰　検　査
（ハイリスク者のみ）

検診料金
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広報７月号から３回シリーズで、ごみの減量化の実践策を紹介してきました。
最終回の今月は、ミックスペーパーを古紙と一緒にリサイクルする方法です。

ごみの減量化を推進しましょう
ミックスペーパー（雑紙）は分別してリサイクル

シ
リ
ー
ズ　
　

精
神
障
が
い
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

「
い
び
き
」
は
眠
り
を
妨
げ
る

　

睡
眠
は
、
心
と
体
の
回
復
に
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま

で
に
も
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
々
、
睡
眠
時
間
は
十

分
に
と
れ
て
い
る
の
に
、
な
か
な

か
疲
れ
が
と
れ
な
い
と
い
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
強
か
っ

た
り
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気

に
な
っ
た
り
す
る
と
、
睡
眠
時
間

が
十
分
と
れ
て
い
て
も
「
深
い
眠

り
」の
割
合
が
減
っ
て
く
る
の
で
、

な
か
な
か
疲
れ
が
と
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、睡
眠
の
病
気
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
族
に
寝
不
足
だ
と

話
し
た
と
き
に
「
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
よ
、
昨
日
も
い
び
き
を
よ
く

か
い
て
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い

ま
し
た
よ
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
い
び
き
」

が
実
は
「
深
い
眠
り
」
を
妨
げ
て

い
る
の
で
す
。
い
び
き
の
終
わ
り

に
数
秒
間
呼
吸
が
止
ま
る
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
眠
り

が
深
く
な
る
に
つ
れ
、
気
道
（
空

気
の
通
り
道
）
が
ふ
さ
が
れ
て
し

ま
う
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
で
は
、
気
道
が
ふ
さ
が

れ
る
た
び
に
、
睡
眠
が
「
浅
い
眠

り
」
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
十
分

に
「
深
い
眠
り
」
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
心
や
体
の
回
復

が
十
分
に
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
中
の

眠
気
が
強
く
な
り
、
日
中
の
集
中

力
の
低
下
、
抑
う
つ
状
態
な
ど
が

出
現
し
た
り
、
学
業
・
作
業
能
率

の
低
下
を
き
た
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
朝
の
頭
痛
や
起
き
た
時
の

口
の
渇
き
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
中

高
年
の
男
性
、
特
に
肥
満
傾
向
の

強
い
人
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
近

で
は
女
性
や
肥
満
傾
向
の
な
い
若

い
男
性
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
で
は
、
肥
満
が
原
因

の
人
は
減
量
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
よ
り
症

状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、
控
え
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
医
療
機
関
に
相
談
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
（
文
：
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

原
田　

豊
さ

ん
）

ミックスペーパーって？
　例えば、つぎのような
　紙類です。
　・ティッシュの箱　
　・はがき
　・封筒　
　・カレールウなどの食品
　　の紙箱
　・紙きれ　
　・メモ紙　
　・パンフレット　

　　 ミックスペーパーにならないもの
　これらはリサイクルできないため、
　可燃ごみに出しましょう。
　・粘着物のついた封筒　
　・ビニールコート紙　
　・油紙・写真
　・捺

な っ

染
せ ん

紙
し

（主にアイロン
　　　　　　プリント紙）
　・感熱発泡紙（点字用紙等）
　・カーボン紙　
　・臭いのついた紙　など

1．�使用済みの大きな封筒や、市販のご
み箱などを使い、その中に集める。

2．�窓あき封筒のセロファン部分など、
紙以外のところはその部分をはがす。

3．�資源ごみの回収日には、集めた封筒
のまま、ほかの古紙と一緒にからん
で出す。雑誌に挟んで他の雑誌類と
一緒にからんで出す方法もあります。

　　問合せ先　町民生活課　 52－1703

分別のポイント

「眠れてますか？睡眠キャンペーン」
琴浦町イメージキャラクター

「スーミン」

眠れてますか？
9月10日～16日は

「自殺予防週間」
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　琴浦町チームも出場します。
　沿道でのご声援よろしくお願いします。
と　　き　９月23日（金・祝）9：30スタート
コ ー ス　�赤碕八幡坂スタート～浦安中継所～

北条～三朝～中部総合事務所裏堤防
ゴール

問合せ先　総合体育館　  52－2047

　バウンスボールは、子どもから高齢者まで手軽
に楽しめるスポーツです。家族で、また友達を誘
ってご参加ください。
と　　き　９月18日（日）9：00 ～ 12：00
と こ ろ　総合体育館
内　　容　バウンスボール指導、参加者交流大会
持 ち 物　屋内専用シューズ、タオル、飲み物
＜バウンスボールとは？＞
バドミントンコートで、床から75㎝のネットを
挟み、柔らかいボールを手で打ち合うレクリエー
ションスポーツです。
問合せ先　総合体育館　  52－2047

　江戸時代、日本中を歩いて測量し正確な日本地
図を記した伊能忠敬の偉業と足跡をたどる講演会
と展示会を下記のとおり開きます。
●講演会「伊能忠敬の測った琴浦」
　と　　き　９月17日（土）
　　　　　　14：30 ～ 15：30
　と こ ろ　まなびタウンとうはく多目的ホール
　講　　師　�面谷明俊氏（境港市在住、島根県地

理学会会員、松江伊能会会員）
●伊能大図中国地方フロアー展
　と　　き　９月16日（金）～ 18日（日）
　　　　　　8：30 ～ 17：00
　と こ ろ　まなびタウンとうはく多目的ホール
　内　　容　�伊能忠敬測量隊が測量し作成した地

図（複製）の中国地方部分を床面に
敷き詰めるほか、当時測量隊が使用
した測量機器（複製）も展示します。

主　　催　琴浦町図書館
共　　催　琴ノ浦まちおこしの会
問合せ先　琴浦町図書館　  52－1115

　全国和紙ちぎり絵サークル赤碕教室のメンバー
の作品展です。ご来場は赤碕分館開館時間内にお
願いします。
と　　き　９月29日（木）～ 10月９日（日）
　　　　　※10月３日（月）は休館
と こ ろ　図書館赤碕分館
問合せ先　図書館赤碕分館　  55－7547

　将来の自衛官となる防衛大学校などの学生採用
試験が下記のとおり行われます。
●防衛大学校学生
　受付期間　９月５日（月）～ 30日（金）
　　　　　　（締切日必着）
　応募資格　�平成24年４月１日現在で18歳以上

21歳未満
　試　　験　第１次試験　11月５日（土）・６日
　　　　　　（日）　　
●防衛医科大学校学生
　受付期間　９月５日（月）～ 30日（金）
　　　　　　（締切日必着）
　応募資格　�平成24年４月１日現在で18歳以上

21歳未満
　試　　験　�第１次試験　10月29日（土）・30

日（日）
●陸上自衛隊看護学生
　受付期間　９月５日（月）～９月30日（金）
　　　　　　（締切日必着）
　応募資格　�平成24年４月１日現在で18歳以上

24歳未満
　試　　験　第１次試験　10月22日（土）
　願書の請求・問合せ先　�自衛隊鳥取地方協力本

部倉吉事務所
　　　　　　　　　　　　 ・ 　26－2900

催しもの

中部地区駅伝競走大会

バウンスボール教室及び交流大会

伊能忠敬の足跡をたどる講演会と展示会

募　集

和紙ちぎり絵赤碕サークル展

防衛大学校などの学生
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　⑨デジタル録音機
　⑩�音声読書機…活字資料を自動で読み上げるこ

とができる。
問合せ先　琴浦町図書館　  52－1115

　

　

拡大読書器を利用した読書の様子

　

　献血にご協力いただける方は、当日、献血カー
ドまたは運転免許証など、ご自身を証明できるも
のをお持ちください。

問合せ先　健康福祉課　  52－1705

　
　鳥取県精神障害者家族会連合会では、家族によ
る家族のための相談ダイヤルを実施しています。
誰にも言えないつらさや、不安な気持ち、同じ思
いを知っている者同士だから話せる悩みなど、一
人で悩まずお電話ください。
と　　き　毎月第３木曜日　13；00 ～ 16：00
対 象 者　精神障がい者の家族、精神障がい当事者
　　　　　※匿名での相談も可能です
相 談 員　精神障がい者家族相談ダイヤル相談員
相談専用ダイヤル　  090－3880－3498　
※秘密は固く守られます。相談は無料ですが、通
話料がかかります。
問合せ先　鳥取県精神障害者家族会連合会
　　　　　  0857－21－3031　

　「救急の日」及び「救急医療週間」が制定され
て30回目の今年は、９月９日が「救急の日」、９
月４日から10日までが「救急医療週間」です。
　住民の皆さんに、救命手当、救急車の正しい利
用法など救急業務に対する正しい理解と認識を深
めていただく週間です。
　東伯消防署では、応急手当講習会（人工呼吸・
胸骨圧迫など）の申し込みを随時受け付けていま
す。ご希望の方は下記へお問い合わせください。
問合せ先　東伯消防署　  52－3346

と　　き　９月21日（水）　18：00 ～
と こ ろ　総合体育館
対象施設　�総合体育館、東伯勤労者体育センター、

東伯中学校体育館・グラウンド、八橋・
浦安・東伯・古布庄小学校体育館

※�10・11月に上記施設の利用を希望されるチー
ムの代表者は、必ず出席してください。
問合せ先　総合体育館　  52－2047

　この度、「24時間テレビ」チャリティー委員会
から、障がい者サービス支援機器の寄贈を受けま
した。贈られた機器は、以下のとおりです。
利用については図書館へお尋ねください。
　①�拡大読書器…本や資料の文字などを大きくす

る。白黒・青・黄色など文字の反転も可能。
　②�ＤＡＩＳＹ図書（デジタル録音図書）…目次

から読みたい場所を探して読んだり、不要な
場所を飛ばして読んだりすることができる。
写真やイラスト、図表などのビジュアル情報
も音声で表現される。

　③ＤＡＩＳＹ再生専用機
　④�音声パソコン…画面表示やキーボード入力を

音声で読み上げることができる。
　⑤点字プリンター、点字ラベラー
　⑥大活字本
　⑦�ＬＬブック…知的障害や自閉症などの人のた

めに、分かりやすい説明や絵記号、写真など
を多用した本。

　⑧�パネル式磁気誘導ループ…カウンターなどで
高齢の方、耳の聞こえにくい方をサポートする。

ご案内

救急医療週間

体育施設夜間利用調整会

図書館に障がい者サービス用機器が入りました

全血献血にご協力ください

　　　会　場

JA鳥取中央赤碕支所

畜産試験場

家畜改良センター鳥取牧場

保健センター

馬野建設

　９：３０～１０：３０

１１：３０～１２：３０

１３：００～１４：００

１５：００～１６：３０

１７：００～１７：３０

９月７日（水）

日　時

精神障がい者家族相談ダイヤル
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●行政相談
内　　容　役所の仕事や手続き、サービスなど　
【社会福祉センター】
　と　　き　9月21日（水）9：00 ～ 11：30　
【老人福祉センター】
　と　　き　9月29日（木）13：30 ～ 16：00
問合せ先　総務課　  52-2111
●夜間納税相談
内　　容　納税に関すること
と　　き　9月30日（金）17：30 ～ 19：30
と こ ろ　役場本庁舎税務課
問合せ先　税務課　  52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
と　　き　9月9日（金）　9：00 ～ 11：30
と こ ろ　安田地区公民館
問合せ先　町民生活課　  52-1704
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　9月5日（月）９：30 ～ 11：00
と こ ろ　いきいき健康センター
問合せ先　健康福祉課　  52-1705
●からだと心の健康相談
内　　容　身体と心の健康問題全般
と　　き　9月20日（火）９：30 ～ 11：00
と こ ろ　保健センター
問合せ先　健康福祉課　  52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　9月5日（月）9：00 ～正午
と こ ろ　役場分庁舎3階農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　  55-7809
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　相続、遺言、悪徳商法被害など
と　　き　9月16日（金）16：00 ～ 20：00
と こ ろ　琴浦町図書館相談室
問合せ先　琴浦町図書館　  52-1115
　　　　　鳥取県行政書士会　  0857-24-2744
●心の健康と暮らしの法律相談
内　　容　�ストレスからくる身体の不調、借金や多重債務

などの相談に弁護士など専門の相談員が応対
と　　き　9月27日（火）13：30 ～ 15：30
と こ ろ　琴浦町図書館相談室
問合せ先　琴浦町図書館　  52-1115
　　　　　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　  23-3147
●女性法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般（女性のみ）
と　　き　9月21日（水）10：00 ～正午

9月の無料相談
　下記の日程で労働セミナーが開催されます。参
加無料・事前申込要。
●『働くときのルール』
　と　　き　10月1日（土）　10：30 ～ 12：00
　内　　容　労働条件通知書と求人内容
　　　　　　�賃金・労働時間・年休・退職時に知

っておくべきことなど
●『職場のトラブルと対処法』
　と　　き　10月8日（土）　10：30 ～ 12：00
　内　　容　�解雇・賃金未払いなど、労働相談の現状

と解決事例、相談・解決機関の紹介など
と こ ろ　�倉吉未来中心セミナールーム２
　　　　　（倉吉市駄経寺町212－5）
申込み・問合せ先　�鳥取県中小企業労働相談所
　　　　　　　　　「みなくる」
　　　　 　0120－451－783、0857－25－3000
　　　　 　0857－25－3001

労働セミナー

ふるさと未来夢寄附金へのお礼
（平成23年7月9日～ 31日受付分）

村岡志朗　様　（兵庫県）

■平成23年度の寄附の状況
（平成23年7月31日現在）

　　　　寄附金の額　　528,000円
　　　　ご寄附いただいた方　 10人
　ふるさと納税寄附金は税金控除対象です。確
定申告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は基金に積み立てた後、町事業に活用
させていただきます。
　町外在住のお知り合いの方に、この制度をご
紹介ください。
問合せ先　総務課　  52－2111

～町内ホール会場でのイベントを紹介します～

問合せ先：カウベルホール　   53－1516
※琴浦チャリティーフェスティバルの問合せ先は総務課     52－2111

11（日）

15（木）
23

（金・祝）

ピアソラ・タンゴナイト（17：00～）

青少年の主張鳥取県大会（13：30～）
エディ・ゴメストリオ inCOWBELL　
　（17：00～）

カウベルホールの催しもの（9/1～10/5）

秋の演歌まつり「琴浦チャリティーフェス
ティバル」※（１４：００～）　
オカリーナの音色にのせて「オカリナコン
サート」（１８：３０～）　

25日
（日）
10/
１（土）
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と こ ろ　中部総合事務所福祉保健局相談室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　  23-3152
●心の健康相談（電話予約制）
内　　容　心の健康問題全般
と　　き　9月9日（金）15：０0 ～ 16：30
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　  23-3152
●多重債務・ヤミ金融等相談会（電話予約制）
内　　容　�クレジット、消費者金融、ヤミ金融、

各種ローンの相談
と　　き　9月26日（月）13：30 ～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心会議室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部消費生活相談室
　　　　　  22-3000
●教育相談会
内　　容　教育に関すること全般
と　　き　9月15日（木）14：00 ～ 17：00
と こ ろ　中部総合事務所
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課　
　　　　　  0857-28-2322

社会福祉協議会の無料相談　
予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　  52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター】
と　　き　毎週水曜日（祝日除く）
　　　　　9：00 ～ 11：30
【老人福祉センター】　　　　
と　　き　毎週木曜日（祝日除く）
　　　　　13：30 ～ 16：00
●社会保険労務士による年金相談（予約優先）
内　　容　年金問題全般
と　　き　9月27日（火）9：00 ～ 11：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
●弁護士による法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般
と　　き　9月28日（水）13：30 ～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）

23 ことうら 2011.9



　

発行：琴浦町　編集：企画情報課　〒 689-2392　鳥取県東伯郡琴浦町徳万 591-2　TEL (0858) 52-2111（代表） FAX (0858) 49-0000
琴浦町ホームページアドレス http://www.town.kotoura.tottori.jp/　毎月 1 日発行　印刷：山本印刷株式会社

　 ※臨時停車（延長運転）　      　　　　　　スーパーはくと4号
　赤　碕　　　　　浦　安　　　　　倉　吉　　　　　　　　　大阪
　　7:36 頃　　　　　　7:48 頃　8:07 頃　         　　　8:17　　　　　             　 　　　　　11:19　

　到着後、フリータイム　　　各自にてホテルへ

【観光オプショナルツアー】
①大阪水上バス＆大阪城　　　料金大人 3,080円・小学生 1,190円
　大阪ステーションシティ（自由行動）大阪　　　大阪城公園‥‥‥大阪水上バス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:27     　　　　　　 13:36           　　　　 14:00   15:00

　　（船クルーズ）‥‥‥大阪城（見学）‥‥‥大阪城公園　　 大阪　　三ノ宮
　　　　　　       　　　　　　　　 15:30 　　 16:30   　　    　　　　　17:00 　　　  17:09 ／ 17:15       17:36

②宝塚歌劇（オーシャンズ 11）　　　料金大人 6,560円・小学生 6,030円
　大阪ステーションシティ（自由行動）大阪　　 宝塚‥‥‥宝塚歌劇「星組公演」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13:35 　　 14:00     　　　　　15:00   　　     18:00

　　「オーシャンズ 11」Ａ席‥‥‥宝塚　　　尼崎　　　三ノ宮
              　　　　　　　　  　　　　　　　　　18:41 　　  18:59/19:06 　　　 19:21

【夕食オプショナル】　　料金 5,250円・小学生 3,150円
③本格中華料理の夕食　18:30 ホテルより徒歩にてご案内　
出発までフリータイム　各自にて三ノ宮駅　13時15分集合
    
   　　スーパーはくと7号　       　 ※臨時停車（延長運転）
三ノ宮　　　　　　　　倉　吉　　　　　浦　安　　　　　赤　碕
 13:42      　　    　　   　　　　16:23  16:26 頃      　　　　 16:39 頃　　    　　　　 16:46 頃

【観光オプショナルツアー】　　料金 5,500円・小学生 4,800円
④ホテル‖‖神戸花鳥園‖‖北野異人館‖‖三ノ宮（貸切バス利用・最少催行人員30名）
　09:00                                     　　　　　　　　　　　　　 13:15

【神戸・三ノ宮】ザ・ビー神戸 神戸市中央区下山手通2-11-5       　　（078）333-4880
【神戸・元町】 神戸ポートタワーホテル 神戸市中央区波止場町6-1（078）371-8080
　上記いずれかのホテルにて2名1室（相部屋）になります（ホテルの指定はできません）

日次 朝食 昼食 夕食月╱日 日　　　　　　　　　　　　　　　程

－ － －

○ － －

宿泊施設

1

2

11/26
（土）

11/27
（日）

■旅行企画・実施╱琴浦町
■申込・問合せ先╱琴浦町企画情報課　　52－1709　
■申込方法╱企画情報課または分庁総合窓口係へ申込書と旅行代金を添えてお申し込みください

記号：ＪＲ　　　　　　　バス　‖‖‖‖　　徒歩　‥‥‥
※列車時刻等の詳細は、後日「確定案内書」にてご案内致します。

平成23年11月26日（土）～11月27日（日）
120名
平成23年9月30日(金)（定員になり次第、締め切らせていただきます）
琴浦町内在住の方 及び 町内企業にお勤めの方
大人（中学生以上）：17,500円　小人（小学生）：12,050円
町から3,000円助成した額です。観光・夕食オプショナルは別途料金が必要です
※小学生未満のお子様については、別途お問い合わせください
※スーパーはくと号を赤碕・浦安駅まで延長運転いたします（往復）

●旅行期間
●募集定員
●募集期間
●参加資格
●旅行代金

●旅行日程

ご自身の、また家族・グループでの自由な旅を計画しました

お気軽フリープラン
「大阪・神戸」の旅

スーパーはくと号利用〝琴浦町民号〟で行く
「スーパーはくと号発着駅を琴浦町に」「スーパーはくと号発着駅を琴浦町に」……願いをこめて願いをこめて「スーパーはくと号発着駅を琴浦町に」…願いをこめて


